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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月31日(2015.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球が入球可能な始動口と、
　閉状態と開状態とを採り得る可変入賞口と、
　可変入賞口に入球した遊技球が入球し得る特定領域と、
　識別情報を表示可能な識別情報表示部と
を備え、
　始動口への入球に基づき、乱数を取得する乱数取得手段と、
　乱数取得手段により取得された乱数に基づき、当否判定を実行する当否判定手段と、
　当否判定手段による当否判定の結果に基づき、識別情報の停止識別情報を決定する識別
情報表示内容決定手段と、
　識別情報表示内容決定手段による決定に基づき、識別情報表示部にて識別情報を変動表
示した後、識別情報の停止識別情報を停止表示するよう制御する識別情報表示制御手段と
、
　当否判定手段による当否判定の結果が当選であって識別情報表示部に停止表示された識
別情報の停止識別情報が特定停止識別情報であった場合、可変入賞口を遊技者にとって有
利な状態とし得る特別遊技を実行する特別遊技制御手段と、
　通常遊技状態と通常遊技状態よりも始動口へ入球容易となる特定遊技状態とを有し、特
別遊技の実行終了後において特定遊技状態とするよう制御し得る遊技状態移行制御手段と
、
　識別情報の変動表示時間を決定する際に参照されるテーブルとして第一変動パターンテ
ーブルと、第一変動パターンテーブルとは識別情報の変動表示時間の選択傾向が異なる第
二変動パターンテーブルとを少なくとも有し、特別遊技の実行終了後において、第一変動
パターンテーブルを参照する第一変動期間状態と第二変動パターンテーブルを参照する第
二変動期間状態とのいずれかとするよう制御し得る変動期間状態制御手段と
を備え、
　特定停止識別情報の種類に応じて特別遊技の実行内容が異なり得る一方で、特別遊技の
実行内容が互いに同一となる複数種類の特定停止識別情報を有しており、
　前記複数種類の特定停止識別情報の内の或る種類の特定停止識別情報が停止表示された
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場合における特別遊技の実行時において特定領域への入球があった場合には、当該特別遊
技の実行終了後において特定遊技状態とし且つ第一変動期間状態とする一方、
　前記或る種類の特定停止識別情報が停止表示された場合における特別遊技の実行時にお
いて特定領域への入球がなかった場合には、当該特別遊技の実行終了後において特定遊技
状態とし且つ第二変動期間状態とするよう構成されている
ことを特徴とするぱちんこ遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本態様に係るぱちんこ遊技機は、
　遊技球が入球可能な始動口と、
　閉状態と開状態とを採り得る可変入賞口と、
　可変入賞口に入球した遊技球が入球し得る特定領域と、
　識別情報を表示可能な識別情報表示部と
を備え、
　始動口への入球に基づき、乱数を取得する乱数取得手段と、
　乱数取得手段により取得された乱数に基づき、当否判定を実行する当否判定手段と、
　当否判定手段による当否判定の結果に基づき、識別情報の停止識別情報を決定する識別
情報表示内容決定手段と、
　識別情報表示内容決定手段による決定に基づき、識別情報表示部にて識別情報を変動表
示した後、識別情報の停止識別情報を停止表示するよう制御する識別情報表示制御手段と
、
　当否判定手段による当否判定の結果が当選であって識別情報表示部に停止表示された識
別情報の停止識別情報が特定停止識別情報であった場合、可変入賞口を遊技者にとって有
利な状態とし得る特別遊技を実行する特別遊技制御手段と、
　通常遊技状態と通常遊技状態よりも始動口へ入球容易となる特定遊技状態とを有し、特
別遊技の実行終了後において特定遊技状態とするよう制御し得る遊技状態移行制御手段と
、
　識別情報の変動表示時間を決定する際に参照されるテーブルとして第一変動パターンテ
ーブルと、第一変動パターンテーブルとは識別情報の変動表示時間の選択傾向が異なる第
二変動パターンテーブルとを少なくとも有し、特別遊技の実行終了後において、第一変動
パターンテーブルを参照する第一変動期間状態と第二変動パターンテーブルを参照する第
二変動期間状態とのいずれかとするよう制御し得る変動期間状態制御手段と
を備え、
　特定停止識別情報の種類に応じて特別遊技の実行内容が異なり得る一方で、特別遊技の
実行内容が互いに同一となる複数種類の特定停止識別情報を有しており、
　前記複数種類の特定停止識別情報の内の或る種類の特定停止識別情報が停止表示された
場合における特別遊技の実行時において特定領域への入球があった場合には、当該特別遊
技の実行終了後において特定遊技状態とし且つ第一変動期間状態とする一方、
　前記或る種類の特定停止識別情報が停止表示された場合における特別遊技の実行時にお
いて特定領域への入球がなかった場合には、当該特別遊技の実行終了後において特定遊技
状態とし且つ第二変動期間状態とするよう構成されている
ことを特徴とするぱちんこ遊技機である。
＜付記＞
　尚、本態様とは異なる別態様について以下に列記しておくが、これらには何ら限定され
ることなく実施することが可能である。
　本別態様に係るぱちんこ遊技機は、
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　遊技球が入球可能な始動口（例えば、第１主遊技始動口Ａ１０、第２主遊技始動口Ｂ１
０）と、
　始動口（例えば、第２主遊技始動口Ｂ１０）に取り付けられた、開放状態と閉鎖状態と
に変位可能な部材であって、開放状態に変位した際には始動口（例えば、第２主遊技始動
口Ｂ１０）に遊技球が入球可能又は閉鎖状態と比較して入球容易となると共に、閉鎖状態
に変位した際には始動口（例えば、第２主遊技始動口Ｂ１０）に遊技球が入球不能又は開
放状態と比較して入球困難となるよう構成されている可変部材（例えば、第２主遊技始動
口電動役物Ｂ１１ｄ）と、
　閉状態と開状態とを採り得る可変入賞口（例えば、第１大入賞口Ｃ１０、第２大入賞口
Ｃ２０）と、
　可変入賞口（例えば、第１大入賞口Ｃ１０、第２大入賞口Ｃ２０）に入球した遊技球が
入球し得る特定領域（例えば、特定領域Ｃ２２）と、
　識別情報を表示可能な識別情報表示部（例えば、第１主遊技図柄表示部Ａ２１ｇ、第２
主遊技図柄表示部Ｂ２１ｇ）と
を備え、
　始動口（例えば、第１主遊技始動口Ａ１０、第２主遊技始動口Ｂ１０）への入球に基づ
き、乱数を取得する乱数取得手段（例えば、乱数取得判定実行手段ＭＪ２０）と、
　前記乱数に基づき当否判定を実行する当否判定手段（例えば、当否抽選手段ＭＮ１０）
と、
　前記当否判定の結果に基づき、識別情報の停止識別情報を決定する識別情報表示内容決
定手段（例えば、図柄内容決定手段ＭＮ４０）と、
　識別情報表示内容決定手段（例えば、図柄内容決定手段ＭＮ４０）による決定に基づき
、識別情報表示部（例えば、第１主遊技図柄表示部Ａ２１ｇ、第２主遊技図柄表示部Ｂ２
１ｇ）にて識別情報を変動表示した後、停止識別情報を停止表示するよう制御する識別情
報表示制御手段（例えば、表示制御手段ＭＰ１０）と、
　前記当否判定の結果が当選である場合、識別情報表示部（例えば、第１主遊技図柄表示
部Ａ２１ｇ、第２主遊技図柄表示部Ｂ２１ｇ）にて停止識別情報が停止表示された後、可
変入賞口（例えば、第１大入賞口Ｃ１０、第２大入賞口Ｃ２０）を遊技者にとって有利な
状態とし得る特別遊技を実行する特別遊技制御手段（例えば、特別遊技制御手段ＭＰ３０
）と、
　前記当否判定の結果が所定確率で当選となる低確率抽選状態と、前記当否判定の結果が
当該所定確率よりも高確率で当選となる高確率抽選状態とを有し、特別遊技の実行終了後
において高確率抽選状態とし得るよう制御し、高確率抽選状態である場合、識別情報の変
動表示開始から停止表示までを一単位とし、当該特別遊技の実行終了後から起算して当該
一単位の繰り返し回数が所定回数に到達するまでは、低確率抽選状態としないよう制御し
得る抽選状態制御手段（例えば、特定遊技制御手段ＭＰ５０）と、
　識別情報の変動表示期間の平均値が第一の期間となる第一変動期間状態と、識別情報の
変動表示期間の平均値が当該第一の期間とは異なる第二の期間となる第二変動期間状態と
を少なくとも有し、特別遊技の実行終了後での高確率抽選状態における特定期間において
第一変動期間状態とし得るよう制御し、第一変動期間状態である場合、当該特別遊技の実
行終了後から起算して前記一単位の繰り返し回数が前記所定回数未満となる特定回数に到
達した後は、第二変動期間状態とするよう制御し得る変動期間状態制御手段（例えば、限
定頻度変動態様決定手段ＭＮ５２）と、
　可変部材（例えば、第２主遊技始動口電動役物Ｂ１１ｄ）の開放容易性に係る遊技状態
として、低頻度開放状態と低頻度開放状態よりも可変部材（例えば、第２主遊技始動口電
動役物Ｂ１１ｄ）が開放状態となり易い高頻度開放状態とを有し、特別遊技の実行終了後
において高頻度開放状態とし得るよう制御し、高頻度開放状態である場合、当該特別遊技
の実行終了後から起算して前記一単位の繰り返し回数が規定回数に到達するまでは、低頻
度開放状態としないよう制御し得る開放状態制御手段（例えば、第２主遊技始動口電動役
物開閉制御手段ＭＰ２０‐Ｂ）と



(4) JP 2015-66101 A5 2015.5.21

を備え、
　特別遊技の実行時において特定領域への入球があった場合には、当該特別遊技の実行終
了後において高確率抽選状態とし且つ第一変動期間状態とする一方、特別遊技の実行時に
おいて特定領域への入球がなかった場合には、当該特別遊技の実行終了後において低確率
抽選状態とし且つ第一変動期間状態としないよう構成されており、
　特別遊技の実行時における特定領域（例えば、特定領域Ｃ２２）への入球有無に応じて
、当該特別遊技の実行終了後において前記規定回数が異なる高頻度開放状態とし得るよう
構成されている
ことを特徴とするぱちんこ遊技機である。
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